
2026年度

時 期 2年前期 単元 学科 教科名

2級自動車整備士（総合）

総時限 31

総時間 49.6

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士として電気装置整備の実務経験がある教員により電装品の構造・作動について指導する。

１．バッテリの機能を理解する。 ６．充電装置を理解する。 11．ＯＢＤを理解する。

２．始動装置を理解させる。 ７．予熱装置を理解する。 12．計器を理解する。

３．点火装置を理解させる。 ８．外部診断機を理解する。

４．エアコンディショナの構造、作動、整備を理解する ９．電気装置の配線を理解する。

５．警報装置を理解させる 10．安全装置、付属装置を理解する。

１．バッテリの機能を理解する。 11、ＣＡＮ通信について説明ができる。

２．冷房装置（冷凍サイクル）を理解する。 12、エアバック、シートベルトの種類、機能、作動が説明できる。

３．暖房装置の種類作動を理解する。 13、ＯＢＤを使用したダイアグノーシスコードの読み取りが理解できる。

４．オートエアコンの制御を理解する。 14、計器類の作動が理解できる。

５．始動装置の作動、点検要領を理解する。 15、国家試験各分野の問題が解ける

６．点火装置の作動、構造を理解する。

７．警報装置の作動を理解する。

８．充電装置の作動・点検要領が説明できる。

９．予熱装置の種類、構造が説明できる。

10．外部診断機の機能、作用、活用が理解できる。

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良 (一級工学科70点以上)　　　60点未満：不可 (一級工学科70点未満)

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。（一級工学科70点以上）

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

3級自動車整備士（総合）を使用し、電装品構造で学んだ内容の復習を行っておく

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、15～30時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）30～15時間である。

６．学修時間と単位

５．準備学習

第1号様式(1/2)

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画

自動車整備科、一級自動車工学科、

自動車整備・カーボディマスター科、

自動車整備・マスターメカニック科、

自動車整備・トータルマスター科

教科

担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車整備関連

電装品整備2F

伊丹　秀明

2026年3月18日

難波　喜彦



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 電気装置　半導体 P229～235

2 Ⅱバッテリー概要 ２機能 ・起電力 ・特性曲線 P236～237

３容量 ・容量と放電電流 ・容量と電解液温度 ４始動性能 P238～241

3 ５電解液の比重と温度　６バッテリーの寿命   整備 P253～256

4 Ⅵ始動装置　１概要 ２構造・機能 ・減速機構、緩衝装置 P256～260

5 エンジン始動特性　スターターの特性　３整備 P272～274

6 ・点火装置 １概要 ２構造・機能 ・イグニッション・コイル P274～275

7 ３スパークプラグ　・スパークプラグの電極温度　・スパークプラグの熱価 P276～277  P316～317

8 着火性能　・冷暖房装置　１概要 ２構造・機能　機能・部品 P317～326

9 各種制御 P327～333

10 Ⅳ警報装置 P248～250

11 工学　軸重関連全般

12 工学　オームの法則

13 工学　スタータ特性、回転出力

14 工学　電力、増幅率

15 中間習得確認

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容
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自動車整備科、一級自動車工学科、

自動車整備・カーボディマスター科、

自動車整備・マスターメカニック科、

自動車整備・トータルマスター科

2026年度 授業計画

2年前期 学科 電装品整備2F


